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全国 4,300SSが申請。2次募集も実施 
 
 

全国石油政治連盟（西尾恒太会長）と全石連（森洋会長）が要望して実現した 2022 年度の石油流通業界

向けの補正予算 180 億円。全国石油協会はこの予算を「ＳＳの事業再構築・経営力強化事業」として３月中

旬から申請を受け付けていましたが、締め切りまでに全国の 4,300 カ所を超えるＳＳから申請が寄せられま

した。下記表のとおり、省エネ型洗車機や省エネ型タンクローリーのほか、来年からの新札に切り替わる紙

幣に対応するためＰＯＳシステムへの申請が多く見られました。21年度も同じ 180億円の補正予算を獲得し

ており、カーボンニュートラル時代を見据えて、多くの中小ＳＳが経営の足腰を強化するためこの支援制度を

活用しています。                                                          

この予算に関しては、5月 22日時点で予算残があることから、申請について 2次募集をしており、6月 23 

日に締め切る予定にしています。   

ＳＳ経営力強化支援に 180億円予算 
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公正取引の実現 ＳＳ経営高度化 災害時対応 政治支援の獲得

岡山県石油政治連盟機関紙 
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石油流通議連・総会開催 

SS利活用 PTがフォローアップ報告 

 

議連・逢沢会長に「ＳＳへの特別支援」を要望 
 

石油流通問題議員連盟（逢沢一郎会長）は 5 月 18 日、

総会を開催し、昨年 11 月 16 日の総会で決議した「当面の

とりまとめ（２）」で指摘した①改定ガソリン不当廉売ガイド

ラインの実効性の確保 ②災害協定と官公需の一体化の

推進 ③SS 過疎地対策 ④SS 業界に対する特別支援要

望 ⑤合成燃料の早期実用化に向けた取り組み、に関す

る、「SS の新たな利活用をめざすプロジェクトチーム」の 3

回にわたる検討状況について報告を聞きました。 

議連総会には自民党の所属衆参国会議員 190人中、70

人が出席。全石連側からは正副会長・支部長、理事と各都

道府県石油組合理事長約 50人が出席しました。 

全石連の森洋会長と油政連の西尾恒太会長は、石油流

通議連・総会の冒頭、逢沢一郎会長に「SS 業界に対する

特別支援要望について」と題した要望書を手渡しました。 

「2035 年乗用車新車販売で電動車 100％」の政府方針

により、強制的に石油製品需要の減少が強いられることか

ら、多くの石油販売業者が将来の SS経営の維持に不安を

抱えていることを訴え、これを乗り越えるため、今後 10 年

間で 6000 億円の基金を造成するよう求めるとともに、成長

志向型カーボンプライシング構想に対する税制上の措置

や合成燃料の早期実用化に向けた支援強化を強く要望し

ました。 

衆議院会館で開催された石油流通議連の春の総会 

逢沢会長に要望書を手渡す森・西尾両会長 

新・ガソリン不当廉売ガイドラインの実効性の確保について   

議連総会において公取委からは、「22 年度における石油製品に係る注意件数は１５１件で、昨年１１月の

ガイドライン改定後は注意件数は増加傾向にあると」と報告されました。また、「複数の SS を運営する事業者

による繰り返しの注意案件等に対し、本社の責任者に対して直接注意を行った事例が９件」「繰り返し注意を

受けた事業者等について、注意後、販売価格、仕入価格等について、注意後の販売価格、仕入れ価格等に

ついて報告を求めるフォローアップ調査を実施している事例が１３件」であると発表しました。また、茨城県土

浦市の三愛リテールサービスの SSにガソリン不当廉売で警告が行われたことも報告されました。 

これに対して、全石連からは「新ガイドラインの効果は限定的」とみる組合員が大半であり、問題の見られ

る事案への厳正な対処、不当廉売事案の迅速処理、大規模事業者による廉売事案については影響要件を

重視した調査・処理を行うべき、などとして引き続き実効性確保に向けた取り組みの強化を訴えました。 
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閣議決定「23 年度中小企業者に関する国等の契約の基本方針」 

「中小石油販売業者に対する配慮」を大幅改定 

 災害協定と官公需の一体化に向け「いいとこ取り」排除へ 

地方自治体や国の出先機関向けの官公需契約に関しては、各自治体等の契約関係部局との交渉を行っ

てきましたが、自治体側の財政難などからは「経済合理性や公平性」などを理由に、一般競争入札の方針を

変えず、結果的に域外の大手廉売業者などから安値で調達する事例が多くありました。 

そのため全石連は「平時における官公需契約に関しては一般競争入札で行うものの、災害発生時には災

害協定を理由に燃料供給を求めてくるのは、『いいとこ取り』にしかなっていない」としてその見直しを石油流

通議連の PTに訴えてきました。 

PT では「いいとこ取り」の改善に向け、官公需を管轄する中小企業庁などと協議を重ねた結果、国の官公

需の基本方針の「石油販売業者への配慮」の中で、問題となっていた「経済合理性」の文言を削除し、「費用

対効果」との文言に置き換えることが決まりました。 

4月25日に閣議決定した「官公需の基本方針」は、経済産業大臣名で全国の知事へ発出され、刷新された

「石油販売業者への配慮」の「費用対効果」の詳細な解釈を添えた中小企業庁長官と資源エネルギー庁長官

名の文書も全国の知事あてに発出されました。 

今回はそれにとどまらず、全国の地方自治体を束ねる総務省の自治行政局行政課長名で、全国都道府県の

契約担当部局長に通知されました。 

石油流通議連の総会では、中小企業庁からは、「今後、各都道府県の石油組合が、自治体の契約担当部

局と交渉する際には、こうした文書とその解釈を持って説得にあたっていただきたい」との説明がありました。 

合成燃料・早期実用化に向け国会で応援質疑 

 
今枝宗一郎議員 
（愛知 14区） 

2 月 20日の衆・予算委員会 

岩田和親議員（比例九州） 
3 月 10日の衆・経産委員会 

我が国の自動車政策の最重要政策が私はこの合成燃料の実用化だ
と考えている。 
２０３５年、新車販売は全て電動車になる。もちろん、ＢＥＶのみなら

ず、ＨＶも入っているが、内燃機関が大きく減ってしまうと、やはり、今の
燃油高騰の中で、全国津々浦々で頑張っていただいているガソリンスタ
ンドが、この２０４０まで待っていると、本当に厳しい状況になってしまう
かもしれないという危機感がある。新車販売が全て電動車となる２０３５
年までに合成燃料を何とか実用化をすべきではないか。 

5年前倒しを真剣に検討していただき、政府目標としてもらいたい。 

ちょうど明日で東日本大震災から１２年を迎えるが、災害時にガソリン
スタンドにガソリン・灯油などが貯蔵されていることは、まさに人々の命を
守ることにつながることである。 
ＣＯ２と水素から合成する合成燃料は、新たなＣＯ２を排出しないうえ

に、既存のガソリンスタンドなどのインフラを活用できるということであり、
（こうした）合成燃料の強みを活かした取り組みが必要である。２０４０年
の商用化を目指すとされているが、これを是非前倒しする形で支援を強
化するべきではないか。 
併せて、全国のガソリンスタンドのネットワーク、こうした合成燃料が

実用化される（までの）期間は、しっかりと支援していくことも重要ではな
いかと考えている。 
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【太田  正孝先生  岡山県県議会議員  五期目当選】 

 令和 5 年 3 月 6 日(月)自民党 石油

流通問題議員連盟会長でもある逢沢

一郎先生を囲み、全石連の加藤文彦

専務理事より逢沢先生のご尽力につ

いてご紹介いただき、逢沢先生は、 

今後の SS業界の進め方について 

①不当廉売規制の見直し 

②合成燃料の早期実用化 

③SS業界に対する特別支援要望 

④SS過疎地対策 

⑤災害協定と官公需の一本化の推進 

⑥ｶｰﾎﾞﾝﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞの導入阻止 

⑦価格表示の適正化 

⑧激変緩和措置の出口対策 

などのお話をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

                    太田 正孝先生より感謝のお言葉を頂きました。 

                    先般の岡山県議会議員選挙におきましてご支援を 

いただきまして厚く御礼申し上げます。 

おかげさまで１２，６１４票もの得票をいただき、五期 

目の当選を果たすことが出来ました。 

今、これからの四年間に行いたいと約束した責任の 

重さに身の引き締まる思いであります。 

今回の選挙で皆様にお約束した、良質な医療福祉 

の提供、魅力ある職場(仕事)、安心安全な住環境を 

創造していくことです。これからの四年間で着実に 

進んでいると皆様に感じて戴ける様に、粉骨砕身頑 

張っていく所存です。 

                           これからも皆様のご協力をお願い申し上げます。 

    （令和五年五月吉日 太田 正孝先生より感謝状抜粋） 

岡山県組合 顧問 

【 逢 沢 一 郎 先 生 を 囲 む 会 】 開 催 


